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県
）

　

平
成
25
年
１
月
12
日
か
ら
、
山
梨
県
で
第
28
回
国
民

文
化
祭
・
や
ま
な
し
２
０
１
３
（
愛
称
：
富
士
の
国
や

ま
な
し
国
文
祭
）
を
開
催
し
て
い
る
。

　

山
梨
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
に
例
の
な
い
約
１
年
に
わ

た
る
通
年
開
催
と
し
、会
期
を
季
節
ご
と
に
区
分
し
て
、

季
節
感
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
各
地
で
展
開
す
る
。

　

冬
の
ス
テ
ー
ジ
の
県
芸
術
文
化
団
体
に
よ
る
総
合
舞

台
や
道
祖
神
を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
皮
切

り
に
、
春
に
は
、
大
フ
ッ
ト
パ
ス
祭
り
や
信
玄
公
祭
り

甲
州
軍
団
出
陣
に
合
わ
せ
た
華
や
か
な
国
文
祭
記
念
パ

レ
ー
ド
を
、
夏
に
は
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
期
待
さ

れ
る
富
士
山
麓
で
、
お
道
開
き
の
中
継
や
歌
と
踊
り
の

サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
を
、
秋
に
は
、
宝
塚
歌
劇
団
の
演

出
に
よ
り
、歌
劇
団
の
Ｏ
Ｇ
の
方
々
も
出
演
し
、ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
披
露
す
る
。

　

ま
た
、
市
町
村
主
催
事
業
と
し
て
、
79
に
及
ぶ
芸
術

文
化
イ
ベ
ン
ト
か
ら
、
地
域
の
伝
統
行
事
や
自
然
を
生

か
し
た
特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
ま
で
が
、
県
下
27
の
全
市

町
村
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

会
期
は
11
月
10
日
ま
で
。
詳
し
く
は
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
へ
（「
や
ま
な
し
国
文
祭
」
で
検
索
）。
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芸
術
文
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団

体
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る
総
合
舞
台
の
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子
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祭
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会
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  【
編
集
後
記
】

▼
全
国
各
地
に
は
歴
史
的
な
遺
産
と
も
言
う
べ
き
貴
重

な
「
蔵
」
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
老
朽
化
し
た

り
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
り
し
て
取
り
壊
さ
れ
、
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、
一
方
で
は
そ
う
し
た

蔵
の
価
値
を
再
評
価
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

こ
う
と
す
る
動
き
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で

は
こ
う
し
た
蔵
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
活
性

化
の
取
り
組
み
を
特
集
し
ま
し
た
。

▼
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
興
味
深
い
12
の

事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
印
象

に
残
っ
た
の
は
酒
蔵
な
ど
が
地
域
の
貴
重
な
観
光
資
源

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
千
葉
県
神
崎
町
や
兵
庫

県
の
播
磨
地
域
、
佐
賀
県
鹿
島
市
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

る
酒
蔵
ま
つ
り
や
酒
蔵
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
は
い
ず
れ
も
観

光
客
に
好
評
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
現
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
酒
蔵
に
限
ら
ず
、
伝
統
的
な
日
本
の
建
物
で
あ
る

蔵
の
持
つ
不
思
議
な
魅
力
が
現
代
人
を
惹
き
つ
け
て
や

ま
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
読
者
の
み
な
さ
ん
も
、

興
味
を
持
た
れ
た
地
域
に
出
掛
け
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

▼
と
こ
ろ
で
、
当
誌
に
は
こ
う
し
た
特
集
と
は
別
に
、

毎
月
恒
例
の
記
事
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
を
写
真
で
紹
介
し
て
い
た
だ
く
「
手
前
み
そ

で
す
が
…
」
で
す
。
今
月
は
長
野
県
上
田
市
。
信
州
東

部
の
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
、
青
空
を
背
景
と
し
た
「
上

田
城
と
桜
」
の
写
真
な
ど
は
大
変
き
れ
い
で
し
た
。
百

聞
は
一
見
に
し
か
ず
、
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
、
写

真
の
持
つ
情
報
量
は
極
め
て
多
く
、
編
集
者
と
し
て
も

楽
し
み
な
ペ
ー
ジ
で
す
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し
た
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域
活
性
化 
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C O N T E N T S

スポーツ拠点づくり推進事業　静岡県袋井市
エアロビックで市民の健康づくり 戸塚隆雄

地域トピックス　東京都荒川区
住民の幸福実感向上を目標に 森田修康

「地域おこし協力隊」の活動事例⑼　長野県小谷村
合コン開催、若者の起業を支援 北村和則

移住・交流推進支援事業　広島県大崎上島町
移住促進に向けコーディネーターを養成 長谷川尚道

地域づくり団体探訪　福井県あわら市
あわら湯けむり創生塾
観光客と市民でにぎわう温泉街を目指して

38

レギュラーリポート
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書籍紹介

首長の思い
「笑顔に出会うまち・朝霞」を目指して
 富岡勝則（朝霞市長）

センター通信
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グラビア

特　集

 1 巻頭エッセー／あらゆる世代が明るく笑顔で暮らせる「生き活き岡山」の実現に向けて 伊原木隆太（岡山県知事）　　

　 　  蔵を生かしたまちづくり
 4 基調論文  蔵の魅力を活かした観光まちづくりを 丁野　朗（公益社団法人 日本観光振興協会総合研究所長）　　
 8 岩手県奥州市　蔵の街、音・水・緑の街づくり 亀井祐一　　
 10 福島県喜多方市　観光振興に向けて「蔵」を利活用 遠藤　実　　
 12 埼玉県深谷市　酒蔵を改装した「街の映画館」 竹石研二　　
 14 千葉県神崎町　酒蔵を中心に「発酵の里」づくり 石橋正彦　　
 16 富山県富山市　廻船問屋の町屋と土蔵を生かし町並み再生 桝田隆一郎　　
 18 長野県須坂市　蔵の街並みを大学のキャンパスに 滝沢健一　　
 20 愛知県岡崎市　ドラマのロケを契機に味噌蔵周辺を整備 廣山嘉也　　
 22 兵庫県姫路市　広域連携で酒蔵めぐりツアーを推進 姫路市市長公室 企画政策推進室　　
 24 鳥取県倉吉市　白壁土蔵の街、賑わい復活をめざして 田村幹夫　　
 26 広島県東広島市　酒都・西条の酒蔵通りを観光資源に 来得康徳　　
 28 愛媛県宇和島市　酒蔵をコミュニティー再生の拠点に活用 森田浩二　　
 30 佐賀県鹿島市　酒蔵ツーリズム®で街を活性化 山口　洋　　
 32 副基調論文  蔵によるまちづくり 佐藤　翼（株式会社 日本政策投資銀行地域企画部）　　

蔵を生かしたまちづくり2

45

都道府県漫遊　　　　【宮崎県】46

手前みそですが…　　【長野県上田市】47
42

44

48

第１回地域再生実践塾　兵庫県豊岡市
『生物多様性保全と地域再生～環境と経済が共鳴するまち～』

平成25年６月26日（水）～６月28日（金）
会場：豊岡市民プラザ

開催趣旨 
　現在、我々は地球温暖化をはじめ様々な環境問題を抱えており、持続可能な社会の構築が地球規模で求められ
ています。そのため、地域社会においても環境問題を重要な課題として認識し、社会情勢の変化に対応しながら
環境保全に向けた施策を積極的に推進することが必要です。豊岡市では、多様な地域資源を活かして様々な分野
を連携させながらまちづくりを進めることとし、コウノトリの野生復帰に向けた取組をはじめ、人と自然が共生
できる地域づくりに行政と住民が一体となって取り組んでいます。その中で、環境と経済を共に発展させること
を目指す「豊岡市環境経済戦略」を定めるとともに、現在は「生物多様性地域戦略」の策定に向けて検討が進め
られています。

南部町で開催された「地歌舞伎の祭典」

表２表３

開催日程 
・第１日目　６月26日（水）
　13：30～　開講式・オリエンテーション
　13：45～　Lecture1　総論・問題提起
　14：20～　Lecture2　豊岡の挑戦
　15：15～　Lecture3　豊岡の"環境創造型"農業
　16：25～　Lecture4　環境と経済の共鳴
　17：20～　Lecture5　環境経済事業の課題と可能性
・第２日目　６月27日（木）
　 9：10～　Field Work1　六方たんぼ
　 9：50～　Field Work2　コウノトリの郷公園
　11：00～　Field Work3　祥雲寺田んぼ
　12：00～　昼食（地域農業管理施設）
　13：30～　Field Work4　ハチゴロウの戸島湿地
　14：45～　Field Work5　田結湿地
　16：15～　Group Work1　視察結果のとりまとめ
　　　　　 ※城崎総合支所
・第３日目　６月28日（金）
　 9：00～　Group Work2　「発表・講評」
　10：00～　Lecture6　総括
　12：55～　閉講式

主任講師 
大学共同利用機関法人
人間文化研究機構
統合地球環境学研究所
准教授　博士（社会学）
菊池　直樹　氏

 1969年生まれ。1999年から兵庫県立コウノトリの
郷公園研究員（兵庫県立大学自然・環境科学研究所講
師）に赴任し、コウノトリの野生復帰プロジェクトに
参画。地域に居住するレジデント型研究者として環境
社会学をベースにしたコウノトリの野生復帰に向けた
研究と活動に従事。2008年から、多様な人々がコウ
ノトリのことを語り合う「鶴見カフェ」を開催し、市
民、行政、研究者などをつなぐコーディネーターとし
て活動。2013年２月より現職。コウノトリの野生復
帰の経験をもとに、地域環境の再生に向けた領域融合
的な研究に取り組んでいる。
豊岡市環境審議会会長、環境社会学会理事
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